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脂肪性肝疾患の基礎知識
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杉本 和史 先生

　脂肪肝は大きく非アルコール性脂肪性肝疾患（NAFLD）とアルコール性脂肪肝に分類される。
近年 NAFLD の名称は “代謝機能障害関連脂肪性肝疾患（MASLD）” に変更され、従来の非アルコー
ル性脂肪肝炎（NASH）も “代謝機能障害関連脂肪肝炎（MASH）に変更された。MASLD の成
因には内臓脂肪、インスリン抵抗性などがあり、そこに酸化ストレス、炎症性サイトカイン、腸
内細菌由来のエンドトキシン、遺伝性素因などが複雑に絡み、MASH の病態が形成されていく。
本邦でウイルス性肝疾患が減少していく一方で MASLD、アルコール関連肝疾患は増加しており、
これに伴う肝不全、肝細胞癌も増加している。また、MASLD では心血管イベントも増加し、主
たる死因となっている。
　本講演では、MASLD およびアルコール性肝疾患の理解において、臨床検査技師に求められる
基本的な知識や視点について、簡潔に解説する。
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